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『舞姫』120年を記念して 森鴎外と忘れられた女性作家

-ボ-ミア系ドイツ人女性作家ossipSchubinオシップ ･シュービン

本名 AloisiaKirschnerアロイジア ･キルシュナ-

(1854.6.17-1934.2.10)-

ベアーテ ･ヴオンデ

森鴎外の数多い翻訳の中にドイツの女性作家の作品はただ一つしかありません｡I

オシップ･シュービン､本名アロイジア･キルシュナ-の『埋木』(うもれぎ､Geschichte
einesGenies)です.2

この翻訳は､1888年 9月にドイツから帰国した鴎外がすぐに取り掛かった作品の

ひとつです｡この年から1892年までにヨーロッパの散文作品と戯曲を次々に22篇

和訳し､その大部分を､1889年 10月に自ら創刊した文芸雑誌 ｢しがらみ草紙｣に

掲載します03『埋木』も1890年4月25日号から1892年4月25日号 (第7号から

31号)までに 10回に分けて断続的に発表されました｡4したがって初めの部分は『舞

姫』(1890)とほぼ同時期に世に出たわけです｡リチャー ド･ボウリングの文献末尾
に載っているリストによりますと､厳密には11番目の散文の翻訳であり､その前後

にはハクレンダー､ツルグーネフ､クライス ト5の作品が翻訳されています｡

『埋木』については､これまでのところ､森鴎外の翻訳の方法と文体の詳細な分

析は行なわれていませんが､鴎外 ･シュービン研究の今後のテーマになることでし

ょう｡標題が自由に訳されていることだけからでも､逐語訳ではなく文学的な翻訳

を目指したことが窺われます｡価値評価を含まない原題を､たとえば ｢ある天才の

物語｣ と直訳せずに､『埋木』というまったく新しい題を選びました｡この語は辞書

によれば､｢地中に埋もれて化石化､炭化した木､また世間から忘れ去られた身の上｣

を言います｡短い言葉で､文学的に美しく聞こえます｡後にシュニッツラーの 『死』

(Sterben)を 『みれん』と訳したのも同様ですO

この新しい題を見ますと､どのような埋もれた天才を､あるいは十分に生きられ

ずに忘れ去られた生涯を､森鴎外は考えていたのだろうかと問わずにはいられませ

ん｡

この翻訳をしていた時期は､衛生学､科学政策､文学などの分野できわめて闘争

的かつ生産的に活動していたのみならず 6､山崎国紀によれば､私生活でも最初の

妻､赤松登志子との離婚や千駄木21番地の住居改築のための二度の移転により､時
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仕軌

間に追われる日々でした｡かれもまた､自分の才能を埋もれさせかねない外界の状

況と絶えず闘わねばならなかったのです｡

山崎は ｢こんな時期に､なぜ鴎外はかような作品を選んだのであろうか｡いささ

か疑問とするところである｡｣と書いています｡7

この疑問に一言で答えることは難しいでしょうOさしあたりこちらは未解決とし

ておいて､まずは原著者の生涯と作品を見ることにしましょう｡

プラハのドイツ文学といえば､ただちにカフカ､リルケ､ヴェルフェルらの名が

思い出されます｡けれども彼らより一世代前に､ある若い女性が男性の名を名乗っ

て､19世紀未のドイツ語純文学の世界や活躍していました.オシップ･シュービン

です｡

彼女はきわめて多産で､当時広く知られたこの筆名を使って､45を越える長編小

説を書き､いずれも多くの版を重ねました｡815ケ国語で80冊もの翻訳が出版され

たことが､当時の彼女の人気を証明しています｡ただ､生前にこそ､その作品はベ

ス トセラーとして書棚に並べられましたが､その後は文学研究者からさえ忘れられ

た存在でした｡

20世紀末になってようやく､ジェンダー研究や､女性の文学､書き方､生活設計

-の関心に関連して､コンスタンツェ･フリーデル 9･ヴィ-ン大学教授とシュミ

ット-ボルテンシュレ-ガ- 10･ザルツブルク大学教授がオシップ ･シュービンの

創作を論文に取り上げました｡ウイルマ ･A.イガ-ズ ･元ニューヨーク､バッフ

ァロー､カニシアス.･カレッジ教授は､プラハの著名な女性を論じた著書の一章を

シュービンに捧げ､幼年期の回想を引用しながら､彼女が生きた社会的､知的な環

境を解説しています｡11現在はインターネットを通じても情報を得られますが､こ

れは､プラハ在住の若いドイツ人の文学者のおかげです｡この方は､姓がたまたま

同じキルシュナ-であることから､アロイジアのことを調べ始めました｡たとえば､

ラジオ･プラハのホームページ上にアロイジア ･キルシュナ-のページを作り､彼

女が暮らし､創作した土地の探訪記事を掲載しています｡12今日これから見ていた

だく画像は､このトーマス･キルシュナ-さんが使用を許可してくださったものです｡

オシップ ･シュービン､本名アロイジア (ローラ)･キルシュナ-は1854年6月

10日プラハ郊外のロホコフに住む裕福な弁護士の家に生まれました｡三人姉弟の真

ん中の子です｡ヨーロッパの諸国に革命の起こった194客年に父はこの家屋敷を買い
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ました｡ ドイツ人ですが､終生､自治の拡大を求めるチェコ人の闘争を支援し続け

ました｡上の二人の娘､マリーとローラは早くから豊かな芸術の才能を示しました｡

姉のマリーは後に画家として名をなしますが､特にガラス工芸で有名です｡今日､

彼女の作品はヨーロッパのアール･ヌーボーの頂点に立っ傑作のうちに数えられて

いますOマリーとアロイジアは独身のまま共同生活を続けますO弟のカール･オット

ーは科学技術の方の才能に恵まれ､父が興したラー トリツアー乳製品工場を受け継

ぎます｡この工場で1934年に､誰もが知っているフルーツヨーグル トが考案されま

した｡13

アロイジアの子ども時代の天国はカマイクにあったおじいさんの屋敷でした｡『日

常からの脱出･七十歳の女性の回想』(DieFluchtausdemAlltag.Erinnerungeneiner

siebzigiaerigen)という本の中で､カマイクの田舎に長期間滞在して､いつもぼうっ

としている大叔母さんの夫のことを書いていますが､この人こそ有名な作曲家べ ド

ルジハ ･スメタナでしたO子どものアロイジアにはぼうっとしているように見えま

したが､このころスメタナの頭は新しいオペ.ラのことで一杯でしたO実際､彼は､

創作に熱中してほかの事には上の空といった芸術家の状態を理解しない親戚の人々

の物笑いになっていました｡このときスメタナが胸中に育んでいたオペラが ｢売ら

れた花嫁｣でした｡14

アロイジアは音楽の才能に恵まれ､歌手になる勉強をしていましたが､過酷な練

習のために声をいためてしまい､やむなく音楽-の夢を諦めて書くことを始めます｡

1894年にジャーナリス トのエーミール ･フランツオースが編集した､処女作 15にま

つわる思い出を集めたアンソロジーの中で､彼女は､15歳の時､アントン･ルビン

シテインのコンサー トから受けた感銘の直後に初めて襲われた｢書くこと-の発作｣

について書いています｡突然､目の前に登場人物が現れ､まるで時間の浪費になる､

禁じられたことでもするかのように､自分の部屋に閉じこもりますO｢このようにし

て､書くという病気は始まった｡この病の発作は､その後も同じようにして起こっ

た｡いっも､なにかの強烈な印象が､時には快適な､時には不快な (たいていは後

者だが)神経の激しい興奮を引き起こし､それがいきなり特定の目的に向けて想像

力をしゃにむに活動させ､それから徐々に静まって､興奮が去る｡新しい仕事はつ

ねに､過度に刺激された感覚の混乱から立ち上ってくる幻影､熱に浮かされてみる

夢のようなものだった｣｡ 16

このようにして処女作 『誤解され間違われ』(Verkanntundverfehlt)が生まれまし

た｡挫折する音楽家のス トーリーです｡17これはたぶん彼女のもっとも個人的なモ

ティーフで､後に何度も取り上げることになります｡1872年にプラハで出版されま

した｡

その後いくつかの雑誌-の寄稿はあまり注目されずに終わりますが､1882年に28
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歳で最初の長編小説 『名誉』(Ehre)を発表しますO彼女の最大の成功作ですo有力
な批評家ユーリクス ･ローデンベルクの熱狂的な書評によって彼女は世間に認めら

れましたO｢一瞬一瞬､私は本気で取り扱うに足る作家に格付けされていった｡その

上昇速度はおそろしいほどだった｣｡18

18糾年､アロイジアは 『埋木』を執筆しました｡19

当時の批評は賛辞を連ねていますO

たとえば､この時代では最も知名度が高く､名声を伴い､ツルグーネフやハイゼ､

シュ トルム､フォンタ-ネとも親しかった批評家のルー トヴィッヒ･ピッチュは､

『埋木』について以下のように述べています｡

｢すぼらしい筆力と技量を持って､心を揺さぶる天才の悲劇の物語が書かれている｡

無駄な言葉は一語たりともなく､叙述は全体として簡潔でありながら､すべてが書

き込まれている｡登場人物の性格と､その結果である彼らの運命の転変のみならず､

出来事の起こる舞台になる場所､一つ一つの都市､街路､室内の雰囲気､一つ一つ

の季節､一日･のうちの時刻､天候のもたらす気分にいたるまでが｡この芸術作品は

繰り返し読まれるだろうが､感動は変わらず､著者の才能､芸術家としての英知､

筋の展開の妙､仕上げの完壁さに対する敬意は読むごとに増し加わるのである｣ ｡ 20

lS84年にバウル ･ハイゼ編集の 『新 ドイツ短編傑作集』に作品が収録されて､シ

ュービンが筆名であること､この名で書いているのは実は女性であることが知れわ

たります｡文学の神殿に女性が鎮座している｡当然､彼女を巡る批評家の論争が激

しくなります｡一方で､雑誌 『女性の生き方』では彼女の作品の文学的価値を次の

ように証明しようとする批評家がいます｡

｢他日､19世紀後半の人間と事物の性質について知りたいと思う人は､オシップ･

シュービンの少なからぬ数の長編小説から最良の知識を得るであろう｡ここに描か

れる典型的な人物は驚くばかり忠実に社会を写し取っており､完全な空虚さと因習

的なうわべの装いが人間の姿をとって現れているのである｣｡21

他方には ｢すらすらと巧みに描かれてはいる｣ が､所詮 ｢才能はあれども､女性

のいいかげんな手仕事｣22 とみなす批評家がいます｡このような過大評価と過小評

価の間で､純文学と言われたり通俗文学と言われたりしながら､シュービンは女性

として自分を守ってゆかなくてはなりません｡

両親の家が財政的に破綻したために､アロイジアは早くから､自分の才能と知識

に頼って芸術で身を立てねばならなくなります｡著述家として､通常の若い女性の

生活様式からは遠く､自立して､できるかぎり貴族的な雰囲気で暮らしますOつま
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り国際的に､ヨーロッパのあちこちの大都会に住み､共通語であるフランス語を操

り23､社交的に振舞うのです｡疲れたときの避難所として､ボ-ミアの古城を次々

に借 り替えます｡

アロイジアとマリーー(アロイジアの衛星のような存在です)は解放された女性と

して夫を持たず､ヨーロッパ中を旅して回りましたOローマではべッティーナ･フォ

ン･アルニムの娘と知り合いになり､後にベル リンの社交界に紹介してもらいます｡

パリではイワン ･ツルグーネフ､ジョルジュ･サンドらと付き合います01920年の

ハインリヒ･マン宛はがきが証明するように､彼女はつねに当代の文学界の巨人と個

人的なっながりをもっていました｡

ずっと年下のいとこ-ツダはプラハの有名なドイツ文学者アウグス ト･ザウア-

と結婚していました｡二人はリルケと親しく､いろいろと援助していました｡この

-ツダが回想録の中で､女性にありがちなことだが､アロイジアの才能は､｢書くこ

とより話すことに秀でていたかもしれない｣と書いています｡24

シュービンの輝かしい栄光が短命に終わったことの原因は､まず第-に､彼女が

好んで描いた (貴族の)世界が衰えてゆく階級に属していたこと､彼女の文学の時

代描写に､たとえば流行り始めていた自然主義のような社会的な視点が欠けていた

こと､あるいはまた､彼女の悲劇的リアリズムでは通俗文学のように豪華な生活､

大仰な言動､すぼらしい運命の逆転などの夢を大衆読者に与えることができなかっ

たし,彼女はそうしたくもなかったことに求められるでしょう｡

フリーデルは､要するに､シュービンは読者のノスタルジックな憧れを矢継ぎ早

に満たすことはできたが､文学革新-の要求を見損ねたのだと書いています｡｢慣習

に詳しいことはオリジナリティという規準に反する｡ところがこれが､文学のマー

ケットで規準としてまかり通り､文学史はそのものさしによって 『歴史的名作』を

選ぶのである｣0 25

1930年にアロイジアは-ツダにこう書き送ります｡｢あのオシップ ･シュービン

はどこに消えてしまったのでしょう｡オース トリア大公夫人やロシアの大貴族の奥

方達をはじめ､誰もが知り合いになりたがり､路上で後を追ったものですのに｡-･

かつての多くの人々と同じように私もまさに運命によって上流階級から屋根裏部屋

-追われたのですO･･･昨今たいそう好まれているジャズ風大衆文学には私の居場所

はありません｣｡

アロイジア･キルシュナ-は1932年2月 10日に79歳でボ-ミアのコサ トキ城で

亡くなり､26プラハのマルヴチッインキ墓地にある一家の墓の､両親と､三年前に

亡くなっていたマリーのかたわらに埋葬されます｡長年書き続けた数々の作品はか

ろうじて消えずに残ります｡
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ツルグーネフ

オシップ･シュービンがアロイジア･キルシュナ-という女性の筆名であることを､

森鴎外は 『埋木』を翻訳する際に十分承知していました｡先に述べました 『新 ドイ

ツ短編小説傑作集』に収録された原作には､編集者であるバウル ･ハイゼによる丁

寧な序文がっいていました027バウル･ハイゼは後にノーベル文学賞を受賞しますが､

彼の他の短編小説傑作集を鴎外はドイツ留学中､ごく短期間に ｢むさぼり読み｣ま

したOまた鴎外の ｢ドイツ三部作｣が-イゼの ｢短編小説論｣に基づいて書かれた

ことはよく知られています｡28ハイゼはその序文に､これも先に申しました批評家

ユーリウス･ローデンベルクの1883年の熱烈な書評を引用しています.ローデンベ

ルクもその他大勢も､文学の天空に現れたオシップ･シュービンという新しい星を､

すでにそれほど若くはない男性であると想像しています｡｢その成熟した判断力､広

い知識と教養､人間認識の深さ､軽やかな筆使いから､筆者は､世の中をよく見､

観察してきた､世慣れた完成された男性であると考えられる｣｡

ハイゼはこれにすぐ続けて読者に知らせます｡｢やがてわかったことだが､このス

ラブ風の名を名乗るのはまだ若い ドイツ人女性であり､貴族の仮面をかぶっている

が市民であり､虚栄を風刺する喜劇の共演者を装っていたが､実は､世間的な成功

以上のものを求めて真剣に努力する､生まれついての芸術家なのだった｣｡この筆名

については､著者の手紙が引用されていますが､それによればシュービンという名

は､ツルグーネフの 『-レナ』から借用したとのことです｡それに合わせたオシッ

プという男性の名のほうは､彼女の作品を最初に刊行した出版者の希望で選んだの

で､この出版者は仕事柄､男性の名をつけるほうが本はよく売れることを知ってい

たのです｡

『-レナ』正しくは 『-レネ』ですが､これは､イワン･S.ツルグーネフの1860
年の長編小説 『その前夜』29の､匿名の訳書 (1871)の書名ですOこの恋愛小説で
は彫刻家のパーウェル ･ヤコグレヴィッチ･シュービン30が､この時代のロシア知

識階層の芸術家気質を代表する人物です｡作品の思想的なクライマックスをなすの

は､シュービンの懐疑的な問いです｡｢僕らの時代はいっ来るのだ? いっ､この国

に真の男が生まれるのだろう?｣

読書好きのアロイジアですが､ツルグーネフを本を通して知っていただけではあ

りません.ツルグーネフは1855年から1883年に亡くなるまでドイツとフランスに

住み､彼女が文筆家の経歴を始めたころの親しい知人の一人でした｡ハイゼは彼を

｢この若い作家の大先生｣と名づけました｡｢スラブ的憂愁という基本的情調から離

れることのない彼に比べて､オシップ･シュービンは陽気な活力､大胆な風刺好みと

いう点で立ちまさっている｡彼女のこの傾向は時に-･羽目をはずし､話の筋が脈絡
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を失い､緊密さを欠くエピソードの羅列になってしまうO-方､彼女とこのロシア

の大文学者との共通点は､自然にたいする深い感情であるOこの感情は､明確な色

彩と輪郭を持たないあいまいな気分でうっとりするのではなく､生きとし生けるも

のをわが身のように感じとる繊細な感覚を備え､世界の絶えず転調する音楽を書き

表す正しい音調をつねに見出すのである｣｡反対に彼女が彼とともにしないのは､世

間一般のペシミズムである､と言われます｡ペシミズムに､｢自国民の置かれている

状況を見ると､ツルグーネフは陥らずにいられなかった｣｡

このように鴎外もシュービンもツルグーネフに対して強い芸術的親和性を持って

いますが､それに加えて彼女は､身近に接し､意見を交わすという幸運にも恵まれ

ました｡

文学者の安田保雄は､著書 ｢『舞姫』の比較文学的一考察 一鴎外とツルゲニエフ
ー ｣ にて､鴎外がツルグーネフを愛読していたこと､また 『舞姫』とツルグーネフ

の『春波』に共通点が見られると分析しました｡また､中井義幸は『鴎外』17にて､

ツルグーネフの 『幻影』と鴎外の 『舞姫』に登場するヒロインの名前が､ほぼ同じ

Ellis/Elis(エリス)であることを指摘しています｡

鴎外がベルリンのカフェ ｢クレブス｣で､ツルゲ-ネフを朗読できるウェイ トレ

スに出会った時の感激ぶりを思い出してみましょう｡

森鴎外がlS90年に『埋木』の第-章を翻訳する直前と直後にツルゲ-ネフの二つの

作品を､1月に 『馬鹿な男』､6月に『羅馬』(ローマ)を訳しているのは偶然でしょ
うか｡ツルゲ-ネフ･シュービン･鴎外という三人組の内的関連は､今後の学際的

研究の興味深いテーマではないでしょうかO

ハイゼによるシュービン評価の結論に､森鴎外は自分の才能と出身を考え合わせ

て､特に感銘を受けたことでしょう｡｢この作家は､偶然の生まれや教育を超えたと

ころに人間の気品を求める､真に『高貴な』本性の持ち主である､と我々は感じるJo

シュニッツラー 芸術家のアイデンティティ

森鴎外が優れた翻訳を残した､そして今日では非常に有名な､もう一人の小説家

にとって､GeschichteeincsGenies(『埋木』)の出版は大きなショックでした.それ
は､鴎外と同じ年の生まれで､同じく医師でも著述家でもあったアル トウール･シュ

ニッツラーです｡

1883年 11月末の日記に､シュニッツラーは､自分の小説のアイディアについて

妙なことが起こった､と書いています｡rある若いピアノ教師が名を伏せて自作の交

響曲を宮廷オーケス トラに送る｡無名の 『下層の人』である彼が聴衆席に坐ってい

ると､その作品が演奏され 『大成功』を収める｡すると突然､一人の男がステージ

のエプロンに現れ､聴衆から嵐のような歓呼を浴び､天才と讃えられるO数週間経
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っうちに､名誉を盗み取られた男は､これは 『ひどすぎる』と感じ､自分が作曲者

であると名乗り出るが､その結果は- 人々は笑う､腹を立てる､彼を精神病院に

入れる- 彼は誇大妄想の病人である｣.その後にシュニッツラーはこう続けますO

｢そこに､フリーベルガーが 『ドイチェ･ルントシャウ』に載っている新しい小説

- GeschichteeinesGenies(埋木) シュービン作- の題材を話して聞かせる｡そ

れが私の話と寸分の違いもないのだ｣031

つまりシュニッツラーが欺かれた創作者という類似の題材を構想していたのに､

｢歴史の皮肉｣と言いましょうか､シュービンが一足先に自作を発表して喝采を浴

びてしまったというわけです｡文学的デビューとなった1872年の短編『誤解され間

違われ』でもシュービンは不運な音楽家を主人公に選んでいます｡けれども､シュ

ービンがいなかったとしても､この時代､芸術家のアイデンティティと芸術の信頼

性という問題を深く考えていたのはシュニッツラー一人ではなく､実はしばしば取

り上げられる主題でした.1875年にはマリー･フォン･エーブナ--エツシェンバ

ハが 『遅れて生まれた男』(EinSpaetgeborener)で､著述を試みている不運な財務局

の役人の話を書きました｡この男は､ようやく戯曲が採用されたというのに､作者

は上院議員であろうという世間の誤った推測のために､さんざん非難されます｡彼

女はまだこの物語で ｢芸術における 『理想主義』の衰退を嘆くのだが､シュニッツ

ラーになると､同じ寓話を使っても､文学を愛する医学生という自分自身のアイデ

ンティティの問題がテーマになる｡彼の本当の 『天職』は､この時代には当然､家

族から誤解され､誇大妄想とみなされるしかなかった｣032

この間題は当時の森鴎外にとってもまた､あまりにも身近であったに違いないの

です｡文学者と軍医という二重生活の中で､芸術に傾く心に家族からの支えはあり

ませんO百を数えるほどの筆名という仮面に顔を隠すという鴎外自身の行為が､作

家としての彼のアイデンティティをあいまいなままにしました｡さらに､後に既成

文学が彼を拒否したことも思い出してください｡みずからの見間違いようのない芸

術家としてのアイデンティティをその時代の流派や潮流を超えたところに求め､そ

のことによってディレッタントとして冷笑を受けました｡今日にいたるまで､森鴎

外は ｢純粋な文学者たち｣ と同じ土俵で比較されています｡この人々にはない､膨

大な量の翻訳も職業上の活動も､負担としても､逆に創造的に作用した潜在力とし

ても､考量されませんD通常の枠組みを超える､完全に独自な､取り違えられよう

のない芸術的独創性の擁護と社会的受容は､大きなテーマの一つになると思われま

す｡鴎外の 『埋木』の翻訳をそこに加えて欲しいものです｡

二つの文化に囲まれた生活

19世紀末､アロイジアの故郷プラハは､チェコ語､オーストリアドイツ語､ドイ
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ツ語､イーディッシュ語が共存するたぐい稀な文化の中心でした｡行政はドイツ式

に行なわれました｡もともとプラハに住んでいたチェコ人､ドイツ人､ユダヤ人の

うち､第二次世界大戦後はチェコ人だけが残りました｡かつて､ドイツ人は上流か

中流階層､または貴族でした｡貧しいドイツ人というものは殆ど存在しませんでし

たD1892年になってようやく､プラハの道路標識がすべてニケ国語になりました.

それまではドイツ語だけでした｡アロイジアの大叔父さん､チェコの国民的英雄で

あるスメタナがドイツ語を話し､日記 (未刊行です)を1861年までドイツ語で

書いていた､と想像できる人が今いるでしょうか｡

工業化が進むに伴い､チェコ人が地方からプラ-にどんどん流入し､1870年ころ

にはすでに数の上ではチェコ人が多数派になっていました｡やがて起こる民族紛争

の中でアロイジアの一家はスラブ系の住民と特に親しい関係を保ちます｡

シュービンはこう書いています｡｢私たちには矛盾したところがあった｡ -･ドイツ

語で育ち､だがチェコ人の主張に大いに共鳴する｡しかしあのころの状況はそうだ

った｡スラブ人のように物事を感じながらドイツ語を話していた｣｡ 33

精神的に中間の国に住むこと､一つの胸に二つの文化の魂をもっこと､森鴎外自

身あまりにもよく知っている心のありさまですO遅くともハイゼの序文を読んだ時

から､アロイジアがプラハの人で､彼と同じく､世間に立ち並じり､二つの文化､

二つの言語の間に生きた女性であることを鴎外は知っています｡自分と同じく､出

身を背負って生きなくてはならない､たやすく一定の党派に属すことができない､

そしてこの緊張関係から創造力の大部分を引き出した人物｡

この10年間にドイツ語で書く3人の作家がノーベル文学賞を受けました｡3人と

も､シュービン同様､複数の文化の ｢中間｣に育ちました｡ギュンタ一･グラスは現

在のポーランド北部､グダニスク出身､エルフリーデ ･イェリネクはオーストリア

育ち､-ルタ･ミュラーはルーマニアからドイツのシュヴァ-ベンに移住しました｡

幾つかの論文が､あるユダヤ百科事典に基づいて､34オシップ･シュービンの祖先

はユダヤ人と推測されると述べていますが､まちがいです｡知的な女性であるから

にはユダヤ人に違いない､という､いかにもドイツ的な早とちりです｡これには､

また後で述べますが､優れたユダヤ人の女性たちが文学サロンの女主人を勤めてい

たという事情も関係しています｡ユダヤ女性が特別な適応能力を要求された結果､

特別な知的能力が発達したということもありますO

シュービンが事実ユダヤ人であったと言えるような証拠も暗示も何一つありませ

ん｡-ルメネギルディス･ホルツグルーバーは生前のシュービンと文通をしていまし

たが､1934年の学位論文に35アロイジアの親戚の女性の言葉を引用しています｡こ

の女性は､先祖に貴族の血が入っているかもしれないと期待して家系を調べますが､

｢紋章はなし､だが少なくとも十字架｣にたどり着きます｡つまりルーツはユダヤ
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人ではなくキリスト教徒だったというわけです｡

トーマス･キルシュナ-は私にこう･言ってきました｡｢人種を分類したがる人がい

るのは､シュービンの生涯(lS54-1934)が､象徴的なことに､ちょうど､中央ヨーロ

ッパのユダヤ人が自由に生活できた期間､つまり1848年のゲットー廃止と1935年

のニュルンベルク法の間に当たるからかもしれません｡中世と工業による抹殺との

間の一生です｡これもまた象徴的なことですが､プラ-のドイツ人著述家はユダヤ

系だろうと(ユダヤ人からさえ)疑われていました｡ ドイツ民族のグループに所属す

ることを明確にしていないと､とりわけそうでした｡シュービンは19世紀末の民族

紛争が激しかったボ-ミアで､実際､まれな世界市民の実例でした｡両方とも彼女

にとって故郷なのです｡ 一家の暮らし向きが非常に苦しかった時期､数多かった友

人の中で､残っていたのはあるユダヤ人の家族だけだったことを､彼女ははっきり

記憶しています｣｡36

オシップ･シュービンの作品にも回想にも､先祖がユダヤ人であることを暗示する

ような言葉は一つもありませんO同化ユダヤ人だとしても､そのことはどこかに現

れるでしょう｡長編′J､説に登場するユダヤ人は彼女の社会批判の対象から除外され

ません｡｢彼女が攻撃するのは､一方では､無意味な自尊心を持ちながら財政は破綻

し､まさにそれゆえに社会的特権にしがみつく､偏狭な老貴族であり､他方では､

名前によってユダヤ人であることが明示される工場主や銀行家の､貴族の身分を買

い取り､貴族に受け入れられ､それとともに貴族を社会の尺度として承認しようと

する欲求である｣｡37シュービンがプラハのユダヤ人街を舞台にした唯一の作品は

1889年に発表した 『ニワトコの花』で､主人公は 『舞姫』のエリスと同じく､ユダ

ヤ人にはまれなブロンドと青い瞳の持ち主です｡

ルーツがユダヤになくとも､異なる複数の文化の中に同時に生きたことは､シュー

ビンと鴎外のもう一つの共通点です｡

マリーとアロイジアがベルリンで催した文学サロン

キルシュナ-姉妹がユダヤ人であったという､早とちりないし嫌疑のもとは､女

性としての芸術上の成果と並んで､二人の文学サロンにもありますO自宅で文学と

音楽の夕べを催し､生き生きした精神的､文化的交歓を楽しむ伝統は､ベルリンで

は､サロンの華やかな女主人であった二人のユダヤ人､-ンリエッチ ･-ルツとラ

-ル ･フアルンハーグンの名と切り離せません｡もっとも二人の全盛期は森鴎外と

アロイジアよりずっと前で､ゲーテを客に迎えたくらいです｡サロンとは､文化が

影響力を行使する､女性特有の形態で､今日まで大切に護られています｡1880年代
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にベルリンの人口が急激に増加するに伴い､このようなサロンもにわかに殖えまし

た｡身分のある女性で､体面を気にかけ､住居に必要な空間がありさえすれば､こ

のような夕べを催すようになったのですOとはいえ､そのすべてが芸術の深い知識

を前提としたのではなく､むしろ多くは単に社交上の格付けや交際の問題でした｡

ペ トラ･ヴイル-ルミニドリンガ-の刊行された学位論文は､1860年から1890年

までのベルリンのサロンの歴史を論じて､｢26の 『本物の』最も重要なサロン｣の

存在を証明しています｡｢マリーとアロイジアのキルシュナ-姉妹(後者は筆名の『オ

シップ ･シュービン』のほうがよく知られている)｣もその数に入っています038

この論文の357ページにこう書かれています｡｢キルシュナ-姉妹の 『木曜日』は､

小規模だが長く続き興味深いサロンの一つである｡姉妹は1886年に34歳と32歳で

ベルリンに来て､そのサロンでは音楽､文学､造形美術が大切にされた｣｡

さらに画家のアントン･フォン･ヴェルナ-の言葉が引用されています｡｢二人はあ

のころからベルリンを第二の故郷に選んでいた｡夏の間はボ-ミアの故郷で過ごす

のだが､冬になると､ベルリンの社交界は､才能豊かな姉妹とシュテグリツアー ･

シュトラ-セのア トリエで催される木曜日のお茶の会と､そこで味わう選り抜きの

音楽の楽しみを楽しみに待つことになるだろう｣｡

ベルリンの住所録を調べてみますと､1894年からマリアとアロイジアが記載され

ていますOそれもたしかにシュテグリツァー･シュトラ-セ21です039二人がボ-

ミアに戻るのは､第一次世界大戦が始まった 1914年です01887年からすでにその

サロンを回想する人がいるということは､姉妹が夏をボ-ミアの故郷､いわば本宅

で過ごしたことと関連するでしょう｡だいたい上流社会は夏にはベルリンを離れ､

10月からの社交シーズンになって初めて首都に戻りました｡上流階級は旅先で2,

3ケ月同じホテルの部屋を借りるのが普通でした｡長期滞在客と登録した住民との

中間のようなものです｡シュービンは晩年､たとえば夏はボ-ミアのコサテクに小

さな城を借り､冬はプラハのホテル ･プラウア ･シュテルンで暮らしました｡亡く

なったのもこのホテルです｡

ともあれ森鴎外とアロイジアは同じ時期にベルリンに到着しました｡二人が出会

ったかどうかは現在の資料では確認できませんし､それは今回の調査研究の目的で

もありません｡むしろ､鴎外とアロイジアの間に､従来の鴎外研究が認めている以

上の共通点がありうることを明らかにしたいのです｡ベルリンは､シュービンの作

品に物語の舞台としては登場しませんが､1887年と88年に二人ともの主要な滞在

地でも創作の場でもあったのです｡

アロイジアは 1880年代の初めにベルリン日刊新聞でベルリンにデビューしてい

ました｡森鴎外がベルリンに来た時には､彼女はすでにベス トセラー作家で､彼は

留学時代のみならず帰国後も彼女の作品を読み続けました｡森鴎外が遺した蔵書の
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中に赤い装丁の小型本 ｢エンゲルホルン小説叢書｣ が2冊ありますが､そこにオシ

ップ･シュービンの作品 『マルスカ』(1902年)と 『満月の魔法 (Vollmondzauber)』

(1855年)が収録されています｡40

森鴎外が､アロイジアが自分と同じ町に住んでいると知らず､彼女のサロンを訪

ねたことがなかったとしても､彼女がベルリンで当代人気随一の女性作家の一人に

のし上がってゆく様子はまざまざと感じ取ることができたでしょうから､その作品

に興味をそそられたはずです｡鴎外のシュービン翻訳の背後には､偶然手にとった

本で翻訳の手馴らしをするという以上の意味があります｡ベルリーナ-の目から見

れば､鴎外がこれほど文学に興味を持っていたにも関わらず､『独逸日記』の記述に

よるとほぼ日本人としか交流がなく､現地の文学サロンにも全く出入りすることが

なかったのは､非常に奇妙に思えます｡

再度､作品と翻訳について

森鴎外はなぜ 『埋木』を翻訳したのか｡オシップ･シュービンならこう答えるかも

しれません041それは ｢天が､大地に解かせようと､ときどき送ってくる謎の一つ

である｡だが大地はたびたび､その課題を難しすぎると感じ､謎を解かないまま胎

内に埋めてしまう｣｡ 42

訳稿には､43鴎外による､言うに足るほどの注や下線の書き込みはありません0

そのほかにも鴎外は自分の作品や翻訳について発言したことはありません｡鴎外全

集には誤植が-箇所示されているだけです｡44

鴎外研究はこの ｢冗長な｣､長たらしい作品を扱いかね､鴎外がうっかり間違えて手

がけた仕事とみなしています｡著者が後に重要な作家として名をあげられることが

なくなり､この小説が日本語の書物として出版されていないので､なおさらです｡

リチャー ド･ボウリングはこの小説をこう要約しています｡｢オシップ･シュービン

の基畳な "DieGeschichteeinesGenies"は､自分が天才作曲家であると確信する､あ

る音楽家の成功と惨めな失敗を描く-･｣｡

シュービンのこの寓話について､私の読み方は違います｡ゲ-ザ ･フォン･ツイ

レンは音楽に並外れた天賦の才を持っています｡裕福で有名だが､才能を使い果た

してしまった芸術家のアルフオンス ･ド･ステルニが彼をひいきにします｡この若

い天才を利用して､あらゆる流行を追いかけるだけのディレッタントに過ぎない上

流社会で､自分の弱点を隠すつもりです｡生活費を稼ぐ必要と絶え間ない創作上の

こつきしん

危機に加えて､ようやく作曲を始めたのに､忍耐と克己心が足りないので､若い音
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楽家は真に偉大な作品を完成することができずにいましたが､ついに ｢地獄｣を書

き上げます｡彼は､アメリカでの演奏旅行から戻った時､親切な友人だと思ってい

たパ トロンが､彼の最愛の許婚に暴行を加え､彼の作品を盗んだことを知らされま

す｡許婚は起こったことを恥じて自殺し､彼は正気を失います｡パ トロンの方は､

｢サタン｣ と題を変えた､盗んだ作品で喝采を受け､カムバックを果たしますO

バウル･ハイゼは『新ドイツ短編小説傑作集』にこの作品を収める許可をシュービン

に求め､こう述べています｡彼が思うに､｢全体の悲劇的な気分がきわめて力強く純

粋に､結未まで高まってゆきますから､今後のお仕事がどのような形をとりましょ

うとも､あなたの芸術家としての本質が別の作品のどれかにこれ以上明確に現れる

ことはありますまい｣｡ 45

下層の生まれ､物質的窮迫､自分の能力-の迷い､地位が上の人に好きなように

されること､他人の目的に利用されること､友だと思っていた人物の裏切り､創作

活動の危機､うわべだけで信用できないもの､名声の代価､これらすべてがシュー

ビンの作品にみごとに表現されています｡そして鴎外が作った､.もう一つの世界に

これらすべてがふたたび明らかに聞き取れます｡たとえば到底乗り越えることので

きない運命の打撃が心の トラウマになる､これはグーザとエリスに共通のことです｡

私はこのドイツ語の物語を決して冗長とは思いません｡細い金属線で作った繊細

なレース模様の装飾品のように､多彩に枝分かれしつつ､さまざまな人生がたくみ

に織り込まれているからですOシュービンは､個人が所有物を放棄する､共同生活

の新しい形態を求めて挫折したシモン派と呼ばれる人々の実験に触れます｡実験は

ゲ-ザの義理の父のために財政が破綻して終わります｡舞台はブリュッセルからパ

リ､アメリカまで広がり､華やかですが､またグーザが育ったリュ･ラヴァンステ

ンの街並みが､目に見え､匂いが漂ってくるように精練に感覚的に描写されます｡

鴎外の 『舞姫』と同じように､下層の貧しい生活と上層の偽りの華やぎがぶつかり

合いますOいくつもの性質め違う恋の話が語られます｡グーザの母は､サーカスの

芸人に夢中になってグーザを捨てます｡アネッテの母は人気のあるエロティックな

美人歌手ですが､彼女の何人もの男との情事は公然の秘密ですO他方､アネッテの

グーザ-の無垢で純潔な愛は､性的に控えめな点で 『舞姫』に似ます｡

とりわけ読んで面白いのは､滅びゆく貴族階級の､内実のない社交儀礼です｡彼ら

には､自分たちの空虚を隠すために､スターやアイ ドルの存在を必要とします｡パ

トロンのド･ステルこのことはこう書かれています｡

｢グーザが彼を知った時､彼は全体として完全に退屈な､完全に利己的な､人並は

ずれた才能のある､非常に人のよい､非常に虚栄心の強い人間で､人から注目され

るのが好きだった｡人々に祭り上げられた台座の上で､銅像の地位を守り抜くため
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に､いかさまをするようになるのは後のことである｡台座が高すぎたのだ｡他の者

なら､そんな高みではめまいがしたことだろう｣O広告塔としての芸術家も当時すで

にいました｡｢いたるととろで彼の名にぶつかった｡ボンボンの最新商品､エナメル

靴､ハンカチ､すべてにド･ステルニにちなんだ名がついていた｣｡今日この頃のこ

とのようです｡森鴎外の翻訳は､時代が変わり､とりわけ言葉が変わっているので､

いくぶん重々しく難解です｡ ドイツ語のオリジナルは今でも苦労なくすらすらと読

めますが､まさにその読みやすさと､時代を超えたすぼらしいユーモアが魅力です｡

このユーモアでシュービンは教会の大仰な信心ぶり､身分を意識しすぎた振る舞い､

その他人間の弱点のすべてを､あるいはやんわりと､あるいは電光石火の剣を振る

って､痛烈に批判しますOこれは､シュービン作品の現代訳が出ればもっとよくわ

かってもらえるかもしれませんO

たとえば､グーザはどのようにして有名なヴァイオリニストになったのでしょう

か｡｢彼は練習し､散歩した｡非常にたくさん散歩し､それからまた練習した｡本当

に非常に感心され､非常に妬まれた｡シャンパングラスはからにしておいて､しつ

こくしすぎると腹を立てる女と､しつこくしないと腹を立てる女を区別することを

学んだ｣｡

アネッテがド･ステルニのために ｢愛の快楽｣ という歌を歌わされるところはこ

うです｡｢貧しい､緑色に塗った部屋いっぱいにすべての愛の歌の中でもっとも不滅

の歌が､柔らかく悲しく漂った｡ヨーロッパ中の音楽学校の女生徒が全員で力をあ

わせてもなお死滅することはない歌である｣｡

ゲ-ザがある前奏曲の演奏をしくじった時､シュービンは簡潔な解説を加えます｡

｢拍手喝采した者もいた.ある者は何も気付かなかったからOまたある者はまるで

聞いていなかったから｣O

それとはまた別に､この物語の命は童墓です｡つねに音楽が背景に聞こえます｡

グーザが練習する時､舞台に上る時､自作の曲が他の作曲家の名で演奏されるのを

我慢して聞かねばならない時｡この作品には多声のスコアのようなところがありま

す｡冒頭の部分がすでに､オーケストラの構成やコンサートの進行を含めて､ヨー

ロッパ音楽史-の､適切な用語による入門のように読めます｡これほどていねいな

案内はめったにあるものではありませんOこの ｢感覚的に作られた音楽用語一覧｣

が､日本の西洋音楽がまだよちよち歩きだった時代に､この作品を日本に紹介した

いと鴎外に思わせたということもありえます｡彼はこの翻訳でいわば､音符と楽器

の形で日本に輸入されて､生まれた土地の文化とはまったく異なる社会習慣にぶつ

かっていた音楽のために､生きる環境を与えました｡森鴎外が自分の体験から､ま
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た文化の仲介者としての自覚から､遅ればせながら提供しようと努めたものです｡
46

リチャー ド･ボウリングは書いています｡

｢-･初期の翻訳者を悩ませた､もっとも厄介な問題の一つは､翻訳の中で読んで
わかるようにしなければならない､大量の外国語の単語だった｡森鴎外はもっとも

意味の近い漢語で訳して､ふりがなで読みを付けることもしたが､むしろ原語をそ

のままカタカナ書きして､必要な箇所には日本語で説明をっけるほうを好んだ｡そ

のため彼は､翻訳だけでなく創作でも､言葉の自由な使い方でよく知られることに

なった｡たとえば "DieGeschichteeinesGenies"(『埋木』)には､『スピネット､』『ヴ
ァイオリン』､『ピアノ』､『メロディ』､『オペラ』､『オーケス トラ』､『オルガン』な

どの単語が､ほとんど説明なしに現れる｡『ア ･モン･シェ-ラミ』､『コム ･セ ･ツ

イガン』､『ボーグル ･プティ･シャ』のような語句も同様に処理されて､テクス ト

に非常にはっきりと外国の風味を与えるが､読者に譲歩はしないのである｣｡47

今日の鴎外研究で作品の冗長さが非難されるとするなら､それはむしろ､シュー

ビンが従わねばならないとは思っていなかった規準で計られることによるものです｡

読書の楽しみは直線的なス トーリーの進行よりも､卓越した言語表現､正確な描写､

場合によっては人物のカリカチュア､奇跡やハッピーエンドに頼らず､幻想で読者

におもねらない､リアリズムの視点にあります｡シュービンは､未来の傑作を書こ

うとも､社会の権力関係とそれに対する批判を分析しようと思いません｡彼女の得

意分野は､鴎外の作品に似て､同時代の思潮､生活形態､無分別と夢を正確に見抜

き､描き出すことです｡ユーリクス ･ローデンベルクが序文で､著者を男性と想定

して､書いているとおりです｡｢彼は批判しない､説教しない｡ただ肖像画を描き､

-つ一つの顔にそれぞれの物語を語らせるJoただしローデンベルクは､彼女の言語

表現技術の巧みさがマニエリズムに堕しかねないことを警告してもいます｡

この作品の日本での受容に関しては､ボウリングは 『埋木』を､今 日ずっと広く

知られているアンデルセンの 『即興詩人』の翻訳と同列に置いています｡｢『即興詩
人』について､たぶんもっとも驚くべきことは､日本における人気である｡この翻

訳とオシップ･シュービンの作である 『埋木』はどちらも広く読まれ､『於母影』同

様､文学界グループのロマン主義の背景を形成したのである｣.48

女性的特徴をもつ人物

もう一つ最後に指摘したいことがあります｡シュミット-ボルテンシュラーガ-
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は論文で､シュービンが流行の型を採りいれながら逆方向に使うことを指摘してい

ます｡｢･-彼女が描く､好感をもてる男性の主人公には､『女性的』と言ってよい特

徴が与えられるが､だからといって同性愛やオスカー ･ワイル ド風のダンディズム

に近づきはしない｡- 多様な女性的特徴が､好感をもてるが悲劇に終わる人物の性

格付けに利用される｣｡ 49

太田豊太郎像は､シュービンの 『埋木』と鴎外の 『舞姫』のサブテクス トにおけ

る女性的であることの意味を将来､比較研究するのにまさに好適ですOある種の単

純､温和､首尾一貫性の欠如､その結果として悲劇の共同責任を負うことになる､

これが二人の主人公の独特な点であると思います｡豊太郎とグーザはとりわけ弱点

が似ていますOともに､首尾一貫性を欠くことによって､定めた目標を達成できな

いのですO

｢女性的特徴をもつ人物｣ という視点で精密にテクス ト分析を行なえば､さらに

新しい認識が得られるのではないでしょうか｡

以上､森鴎外とオシップ･シュービンとのいくつかの共通点を､『舞姫』120周年
に､その執筆と並行して翻訳された 『埋木』､地中に埋もれた木､がもう一度発掘さ

れること､今日では忘れられた女性作家が､同時代の森鴎外作品と関連づけて､今

日の視点から､再評価されることを願い､お話しました｡

【ベアーテ ･ヴォンデ ベルリン森鴎外記念館】

2010年 3月 16日 津市立三重短期大学における講演原稿

講演原稿の翻訳を手がけて下さった野村美紀子さん､出版の際に注釈を訳して下さ

ったケラー佑子さんに心から感謝の意を表明いたします｡

lそれ以外にも鴎外は2人のスウェーデン女性作家の作品を訳した｡1908年､Selma

LAGERL6F(1858-1940)がノーベル賞を受賞する前に発表した作品 :DerPrediger(牧

節)(第-章 "G8staBerlin")そして､1913年にはHelgaFrideborg(1865-1945 初

期は男性風のペンネーム､HaroldGoteの名で執筆していた):夜の二場 長島要一 :森

鴎外の翻訳文学 至文堂 東京 1993年 第三章 191ページ)

2森鴎外全集 岩波書店 東京 1972年 22巻

原作 :OssipSchubin:GeschichtepinesGenies.発行者p.Heyse良LudwigLaistner:

NeuerDeutscherNovellenschatz ll巻(全24巻)ミュン-ンVerlagvonRudolph

Oldenbourg出版社 1884年

3Bowring,RichardJohn:Morl'6gal'aDdtheModenu'zatl'oDOfJapaneseCulture,
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cambridgeetal.:CambridgeUniversityPress1979年を参照のこと｡(Universityof

cambridgeOrientalPublications28). 海外の日本学者にとって､この作品は鴎外研

究の基礎文献として扱われています｡

4初出未詳D『月草』に収められている.｢埋木｣ は明治二十三年 (一八九〇)四月二十

五日単行の雑誌 『柵草子』第七親から､明治二十五年四月二十五日第三十一統まで断績

十同にわたって連載されたo(岩波書店 鴎外全集 第22巻､1983年､589ページ)

5 ｢埋木｣以前に F.W.HacklAnder,ZweiN包chte"(ふた夜,1890年1-2月),Ⅰ.

Turgenev,Durak"(Bakanootoko,Jam.1890),a.H.W.Kleist.DasErdbebenYon

Chili"(地震,1890年3月),B･H･W･Kleist,DieVerlobunginSt･Domingo`̀(A叫

innen,1890年4-6月)

Danach:Ⅰ.Turgenev"Prizraki-fantaziya"(Rama(Kaiser),Juni1890),A.Stern

"DieFlutdesLebens"(Ukiyononami,1890年8-11月),F.W.Hackl畠nder"Funfter

windstoB"aus:GeschichteneinerWetterfahne(6jush6,1891年 3月)

6schamoni,Wolfgang: `̀UberdieFreiheitderUniversitBt'' (｢大学の自由を論ず｣
について).1889年に発表された森鴎外のエッセイ ヴィスパーデン､Harrassowitz

Verlag出版社 11巻 (2007年)

7山崎国紀 :｢評伝 森鴎外｣大修館書店 2007年 東京 160ページ

8シュービンの小説 r名誉｣は､普段は第4版までであったが､12版も再版されたoシ
ュービンの作品はロングセラーではなかったが､新刊が続々出版される連続小説で需要

があった｡

9Fliedl,Konstanze:"Verkanntundverfehlt`̀(誤解され間違われ)オシップ･シュ

ービンの作品についてPhilologicapragensia1(1990)48-55ページ

10schmid-Bortenschlager,Sigrid(ザルツブルク大学):DieUbertragharkeitYon

Geschlechtertypologiem.AmBeispielYonOssipSchubin. (性別類型はどこまで通

用するかOオシップ ･シュービンの作品の場合)zagrebergermanistischeBeitrage:

JahrbuchfurLiteratur-undSprachwissenschaft･'FestschriftfurViktorZmegac,

Beiheft5(文学 ･語学年鑑 :ヴィクトア一 ･ツメガック記念刊行集 別冊5巻)(1999
午)93-100ページ

llIggers,WilmaAbeles:WomanofPrague.EthnicDiversityandSocialChangefrom
theEighteenthCenturytothePresent.BerghahnBooks,ProvidenceOxford 1995
年 第4章ossipSchubin(1854-1930)

12Kirschner,Thomas:EinschnellvergluhterSternamLiteraturhinmel.Zum150.
GeburtstagderPragerdeutschenSchriftstellerinOssipSchubin(1854-1934)(文

学の空にすぐ燃え尽きた星 プラハのドイツ人女流作家オシップ･シュービン

(1854-1934)生誕 150年を記念して)SendungKultursalonam19.12.2004aufCzech

Radio7,RadioPrague.RadioPragueのホームページを参照のこと｡ URL:

http://ww.radio.cz/de/artikel/61487

インターネットの普及のおかげで､現在ではさまざまなサイトにおいて､シュービン作

品を読むことが出来ます｡たとえば､http://gutenberg.spiegel.de においては､シ
ュービンの15作品が読めます｡

13カール･オットーは1912年に死去したが､彼が設立した会社によりヨーグル トが誕生

し､彼のヨーロッパ文化-の貢献は､姉妹の芸術活動よりも末永く社会に影響を残した｡
14 Iggers,130
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15これによってシュービンは比arieYonEbner-EschenbachやTheodorFontane､Paul

Heyseと同列に立った｡

16schubin,Ossip:DieGeschichtedesErstlingswerks.MeinErstling(処女作につ

いて):NiklasZ.In:DeutscheDichtung15(1893/94年),12ページ. ｢誤解され

間違われ ("Verkanntundverfehlt")｣のタイトルのもと出版された｡

17このときに味わった緊張感は､後に ｢埋木｣の主人公GesaYonZuylenが､作曲をす

るシーンで描かれている｡『名誉』(1883)､『アスバインーあるバイオリニストの生涯よ
り』(1888)､『ボリス･レンスキー』(1889)も音楽家についての作品です｡
18schubin,Ossip:NeinRoman戯Te. (私の小説 F名誉』)In:DeutscheDichtung17
(1894-95),9ページ

19schubin,Ossip:GeschichteeinesGenies.(埋木)In:DeutscheRundschau37(1883),
282-310ページ;436-460ページ.初版発行年 1884年

20LudwigPietsch:0.Schubin.In:WesternannsMonatshefte,66巻 (1889),813
ページ.-HermengildisHolzgruberより引用:OssipSchubin,°iss.Wien1934年

ピッチュは1869年から継続的に､鴎外も読んでいたVossischeZeitung紙に記事を書

いていました｡

21雑誌"Frauenleben"(女性の生き方),1897年

22RomanweltNr.246/CottaArchiv;DeutschesLiteraturarchiv/Marbach.Zitiertnach

Fliedl,49ページ

23鴎外はベルリンにてフランス語の勉強を始めた｡

24sauer,Hedda:"Begegnungen血itZeitgenossen`̀(同世代との出会い),非公開の

回想録 ArchivderKarls-Universit畠tPrag.

25Fliedl,54ページ ･

26シュービンと共通点が多く､鴎外の書庫にも保管されていたFedorYonZobeltit之の

命日と一緒である0

27NeuerDeutscherNovellenschatzXI巻,129-132ページ

28vgl.SCHOcHE,Heike:Pers6nlichkeitundFrQhwerkdesjapanischen
schriftstellersMoriOgai(1862-1922)unterdenGesichtspunktdesEinflusses

seinesDeutschlandaufenthaltes1884-1888aufseュnliterarischesSchaffen (森

鴎外のパーソナリティーと初期の作品｡ドイツ滞在 (1884-1888)による影響という観

点から)PH.D.thesis,Humboldt-Universit凱 zuBerlin1987,2.γols.Unpublished

typescript.iv,131,55ページ

29vgl･KindlersNeuesLiteraturlexikonBd.16,Mnnchen,KindlerVerlagGmbH

1996,837/38ページ

30この人物､あるいは名前はロシア人彫刻家のFedotlwanowitschSchubin(1740-1805)

にちなんで名付けられたもので､ツルゲ-ネフの作品より100年ほど遡る時代に､古典

的スタイルで名を馳せていた｡

31 1883年 11月28日の記録より｡In:ArthurSclmitzler:Tagebuch1879-1892. (ア

ル トウール ･シュニッツラーの日記 1879-1892)Hrsg.V.d.Kommissionfur

literarischeGebrauchsformend.6sterr.AkademiederWissenschaften,Obmann:
WernerWelzig.Wien1987,Fliedlより引用,48ページ｡
32Flied149ページ

33 Iggers136ページ

34おそらくWeininger,Sの "GroBeJndischeNationaトBiographie"
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35 HermenegildisHolzgruber:OssipSchubin,°iss.ウィーン1934年

36 2010年 1月 15日付､a.Wonde宛てのメールより

37schmid-Bortenschlager,99ページ

38 wilhelmy-Dollinger,Petra:DieBerlinerSalons.川itkulturhistorischen

Spazierg畠ngen. (ベルリンのサロン一文化歴史学的な散歩)waiterdeGryter,ベル
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44埋木に就きて
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